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自由民主党 礎・絆・和 視察所見 

 

議員名【 橋本 貴喜 】 

 

◆視 察 日：令和５年 1 月１１日（水） 

◆視 察 先：沖縄県糸満市 

◆調査項目：農業の振興について、観光・リゾート産業の振興について 

 

・農業の振興について                             

 

 糸満市の農業は、さとうきびを基幹にして、野菜・花卉・畜産な 

 

どの多品目生産を特徴としている。課題として、農業生産基盤整備 

 

の促進、農産物の品質向上、耕作放棄地などがある。課題解決と今 

 

後の農業振興を図る取組みとして                 

 

・農業生産基盤施設の整備及び利用促進              

 

・農業生産の充実と観光農業の推進                       

 

・耕作放棄地の解消                              

 

・スマート農業の推進                             

 

・未利用資源の適正処理・利活用推進                      

 

・畜産業の活性化の推進                            

 

・地下ダム受益地再編                             

 

を掲げられている。                              
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 スマート農業について、行政主導で民間企業と共同して農作業の 

 

効率化に取組まれていた。本市においてもスマート農業の導入を目 

 

指しているところである。ドローンの導入等進んでいるが、糸満市 

 

のような進め方を行っていくことも必要と考える。     

 

観光・リゾート産業の振興について                                     

 

 糸満市は、那覇市からも近く観光・リゾート産業も盛んである。  

 

・外国クルーズ（インバウンド）の受入れ、対策及び誘致             

 

・観光資源の発掘、情報発信                          

 

・観光業、商工業に対する補助金制度等                     

 

 糸満市は、那覇市に隣接する都市であり、観光資源が豊富である。 

 

また、プロ野球やＪリーグの複数チームがキャンプ地として利用し 

 

ている。スポーツ施設やホテル施設に積極的に投資しているのが印 

 

象的であった。本市が目指すべき観光産業の在り方に向け、環境整 

 

備や民間企業の投資を促していくことが今後重要であると考える。       
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自由民主党 礎・絆・和 視察所見 

 

議員名【 橋本 貴喜 】 

 

◆視 察 日：令和元５年 1 月１２日（木） 

◆視 察 先：沖縄県石垣市 

◆調査項目：石垣島における農産物の現状と課題について 

      市内での消費動向と県外への販売経路の状況について 他 

 

 石垣市は亜熱帯に位置し、地域特性を活かして肉用牛の生産を中心 

 

に、さとうきび・パインアップル・水稲・葉タバコ・マンゴー等の 

 

熱帯果樹・花卉・野菜等の生産が多様に展開されている。農家数の 

 

減少や有害鳥獣対策、ＰＲ不足、特産品が冬場に不足することが課 

 

題となっている。有害鳥獣対策として、ＩＣＴを活用して無人罠を 

 

設置している。ＰＲについては、市長を筆頭に全国各地へ赴き、パ 

 

インアップルやマンゴーを中心に精力的に行われている。地産地消 

 

については、学校給食に積極的に提供され若年層にも周知されてい 

 

る。ブランド化への取組として、石垣牛は平成１３年の沖縄サミッ 

 

トで名声が高まったが、協議会で、定義づけ及び流通体系の確立と 

 

品質管理の徹底について取り決めを行った。さらに、生産推進事業 

 

として、多様な補助事業を実施している。  

 

 本市は、いぐさ・トマト・晩白柚等の柑橘類・露地野菜と多くの
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生産品目がある。石垣市で生産されているものの多くは南国を連想 

 

することが出来る。今後の本市のブランド化やＰＲに対しては、熊 

 

本や八代をもっとイメージしやすいような戦略が必要になってくる 

 

と考える。                                
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自由民主党 礎・絆・和 視察所見 

 

議員名【 橋本 貴喜 】 

 

 

◆視 察 日：令和元５年 1 月１８日（金） 

◆視 察 先：本原畳店 

◆調査項目： 

 

「世のため人のため、喜びをともに」を企業理理念とし、自家栽培 

 

で石垣島産い草「八重山育ち」の生産、販売に取組まれている。畳 

 

を通して、石垣島からたくさんの方々とつながりたいと考え活動さ 

 

れている。ほとんど生産されることがなくなった「ビーグ表」や「七 

 

島表」を生産から取組まれ、沖縄の伝統を残そうとされている。ま 

 

た、畳縁には、石垣島独自のミンサー柄を入れたオリジナル縁を使 

 

用されていた。郷土を愛する強い気持ちに触れることが出来た。  

 

                                        

現在本原畳店では、八代産の畳にこだわって使用されており、今 

 

後もこのようなニーズに応えるため、産地として、いぐさ生産量を 

 

一定数確保していくことが必要であると考える。               

 

                                        

 

                                        

 














